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泡中アーク放電法は、放電環境が水中と比べて真空中の環境に近いため、放電強度や放電持続

性が水中に比べて格段に良好である。しかしながら、泡中アーク放電法では、ＣＮＴ合成後に泡

を除去するための精製作業が必要であった。 他方、ＣＮＴを分散するための分散剤として、陰イ

オン性界面活性剤のドデシル硫酸ナトリウム（以下「ＳＤＳ」と略記する）をＣＮＴ溶媒に加え

て超音波処理をすることにより、ＣＮＴを分散する方法が知られている。 本研究では、泡中アー

ク放電法の放電場として、従来のビール泡に代えて、界面活性剤（ＳＤＳ）の泡を用いることで、

従来のビール泡中と同様に簡単かつ効率的にＣＮＴの合成を行うとともに、さらには、ＳＤＳ泡

中アーク放電法により合成されたＣＮＴがＳＤＳ中に分散されることにより、ＣＮＴの精製工程

の簡略化と分散工程とを同時に行うことが可能であるかについて検討を行った。 

界面活性剤ＳＤＳ（ドデシル硫酸ナトリウム）を蒸留水に溶解し、0.03％に粘度を調整した界

面活性剤泡中でアーク放電を行うことで、ビール泡中でアーク放電を行ったときと同様にＣＮＴ

が密集した状態で生成することができた。さらには、界面活性剤泡中アーク放電で生成したＣＮ

Ｔでは、ＣＮＴの分散も容易に行うことができた。 

図 超音波分散処理後の生成物を示す TEM 画像 （ａ）ビール泡中 （ｂ）界面活性剤泡中 
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